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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２３年７月２８日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  石 川 敏 行 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 火災 

発生日時 平成２３年１月１１日 ２１時３０分ごろ 

発生場所 沖縄県糸満
いとまん

市喜屋武
き や ん

埼南東方沖 

 喜屋武埼灯台から真方位１３５°７４０㎞付近 

 （概位 北緯２１°６.０′ 東経１３２°８.０′） 

事故調査の経過  平成２３年１月１２日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第八国真
こくしん

丸、１９.９６トン 

 ＯＮ２－０２９９（漁船登録番号）、個人所有 

 １４.９２（Lr）ｍ×３.６２ｍ×１.５２ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数１９０、昭和５４年４月２０日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ４７歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５９年９月１４日 

  免許証交付日 平成２２年８月１０日 

         （平成２７年１２月１８日まで有効） 

機関長 男性 ６９歳 

 六級海技士（機関）内燃 

  免 許 年 月 日 昭和５５年７月３０日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成５年５月７日 

  免状有効期間満了日 平成１０年５月６日 

 死傷者等 なし 

 損傷 全損 

 事故の経過 

 

 本船は、船長及び機関長ほか４人が乗り組み、喜屋武埼南東方沖の漁場

を、主機回転数毎分９００として対地速力約７.０ノットで移動中、平成２

３年１月１１日２１時２０分ごろ、機関室にいた機関長が、主機の過給機

から異音を聞くと同時に白煙を認め、操舵室に赴き、主機の回転を下げさ

せたが、２１時３０分ごろ、喜屋武埼灯台から真方位１３５°７４０㎞付

近において、突然主機が停止するとともに過給機から白煙と炎が噴出し始

めた。 

 本船は、主機の停止と同時に直結の定周波発電機も停止し、船内の電源

を失い、直流２４Ｖの非常灯のみが点灯する状況となった。 

 機関長は、操舵室に備えられていた小型船舶用粉末消火器をもって機関



 - 2 -

室の入口に赴き、消火しようとしたものの、既に機関室は大量の黒煙と炎

で充満しており、消火活動を行うこともできなかった。 

 船長は、船体に炎が燃え広がったので２２時００分ごろ全員退船を決定

し、衛星電話を携帯して乗組員と共に救命いかだに乗り込み、２２時３０

分ごろ、所属漁協を通じて海上保安庁に救助要請の連絡を行った。 

 乗組員全員は、翌１２日０２時１１分ごろ、海上保安庁の航空機に発見

され、０７時１５分ごろ、海上自衛隊の飛行艇に救助された。 

 その後、本船は、１０時３０分ごろ、沈没した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 ４、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 その他の事項  操舵室及び機関室の当直者以外の乗組員（船長も含む）は、本事故時に

は仮眠していた。 

 機関室の火災は、２分ないし３分間ぐらいで一気に燃え広がった。 

 本船には、火災の探知器及び警報器が備えられていなかった。 

 本船は、本事故時、燃料油（Ａ重油）が２５～３５kℓ残っていた。 

 本船備付けの小型船舶用粉末消火器は、操舵室、船員室及び厨房に各１

本が、機関室に３～４本が備えられていた。 

 過給機は、空冷式で、軸受けはフローティングメタルであり、３か月前

に整備されていた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

なし 

あり 

なし 

 本船は、喜屋武埼南東方沖を航行中、主機の過

給機から出火し、機関室で火災が発生したものと

考えられるが、出火した状況を明らかにすること

はできなかった。 

原因  本事故は、夜間、本船が、喜屋武埼南東方沖を航行中、主機の過給機か

ら出火したため、機関室が火災となったことにより発生したものと考えら

れる。 

 




